


















研究目的 

新生児の頭蓋内出血は分娩時の低酸素症が最も重要な因子であり,これに児の未熟性が加

わったときにその発生頻度は高くなることは良く知られている｡そこで昨年度はラットを

用いて正常満期産仔と,胎内環境の異った満期 IUGR 仔を作成し,これに低酸素負荷をかけ

たときの脳血管パターンについて,墨汁注入透明標本で観察した。その結果,正常新生仔で

低酸素負荷を加えないときの脳血管パターンを比較してみると,低酸素負荷によって,正常

新生仔も IUGR 仔も網目状の毛細血管像の消失,静脈系の拡張,脈絡叢毛細血管のうっ血に

よる腫大などがみられたが,明白な出血巣は認められなかった。しかしながら IUGR 仔では

その変化が強い所見が得られた。そこで今年度は脳血管の未熟性とはいかなるものか検討

するために,生後0日目の満期産仔,満期IUGR仔,妊娠19日目,妊娠17日目の未熟仔を用い

て,低酸素負荷を加えたときの血管パターン及び脳室内出血の有無を観察し,さらに血管構

築面から未熟血管について検索を行うこととした。 


